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１９４１年９月１１日生
学 歴
１９６４年３月 神戸大学教育学部英語科卒業（教育学士）
１９６９年３月 関西学院大学大学院文学研究科英文学専攻修士課程修了（文学修士）
１９７２年３月 関西学院大学大学院文学研究科英文学専攻博士課程単位取得満期退学
２００６年１２月 博士（文学）の学位取得（関西学院大学大学院文学研究科）
職 歴
１９６４年４月 兵庫県立尼崎西高等学校教諭（英語担当）（１９６６年３月まで）
１９６６年４月 西宮市立西宮西高等学校教諭（英語担当）（１９７０年３月まで）
１９７０年４月 京都外国語大学兼任講師（英語講読、英作文担当）（１９７２年３月まで）
１９７２年４月 京都外国語大学専任講師（英語講読、英作文担当）（１９７４年３月まで）
１９７４年４月 関西学院大学法学部専任講師（英語、人文演習、外国語外国文化担当）
（１９７６年３月まで）
１９７６年４月 関西学院大学法学部助教授（英語、人文演習、外国語外国文化担当）（１９８３
年３月まで）
１９７６年４月 米国・州立ヴァージニア大学フルブライト客員研究員（１９７８年３月まで）
１９８３年４月 関西学院大学法学部教授（英語、人文演習、外国語外国文化担当）（１９９９
年３月まで）
１９９３年４月 米国・州立ヴァージニア大学客員研究員（関西学院大学在外研究員）（１９９４
年３月まで）
１９９５年４月 松山大学英語英文科兼担講師（アメリカ文学特講担当）（１９９５年８月集中
講義）
１９９５年４月 関西学院大学言語教育センター副長（１９９７年３月まで）
１９９９年４月 関西学院大学言語教育研究センター教授（関西学院大学法学部教授より移
籍）（２００６年３月まで）
２００１年４月 関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化研究科博士課程前期課程
指導教授（２００８年３月まで）
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２００３年４月 関西学院大学大学院言語コミュニケーション文化研究科博士課程後期課程
指導教授（２００８年３月まで）
２００５年４月 米国・州立ヴァージニア大学客員研究員（関西学院大学在外研究員）（２００５
年９月まで）
２００６年４月 関西学院大学法学部教授（関西学院大学言語教育研究センターより移籍）
（２００８年３月まで）
２００８年３月 関西学院大学を退職（定年扱い）
２００８年４月 関西学院大学名誉教授（現在に至る）
学会及び社会における活動等
＜所属学会および役職＞
１９７３年４月 日本アメリカ文学会会員（現在に至る）
１９７３年４月 日本英文学会会員（現在に至る）
１９７７年４月 日本アメリカ学会会員（現在に至る）
１９９７年４月 日本アメリカ文学会事務局幹事（２００３年３月まで）
１９９８年４月 日本ウィリアム・フォークナー協会評議員（２０１０年３月まで）
２０００年１０月 日本ウィリアム・フォークナー協会副会長（２００６年３月まで）
業 績
著 書
１．Faulkner : After the Nobel Prize
１９８６年１２月、山口書店、共著
２．ウィリアム・フォークナーの短編の世界
１９８７年１２月、山口書店、単著
３．History and Memory in Faulkner’s Novels
２００５年１０月、松柏社、共著
４．ウィリアム・フォークナーの詩の世界
２００５年１０月、関西学院大学出版会、単著
５．ウィリアム・フォークナー事典
２００７年１１月、松柏社、共編著
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学術論文
１．Light in August――作品における象徴性
１９７１年１２月、米文学 Vol. VI, No.１（関西学院大学英文学会）、単著
２．Absalom, Absalom!――Its Structure and Meaning
１９７３年１２月、英米文学 Vol. XVIII, No.１、単著
３．フォークナーの Sanctuary 改作をめぐって
１９７４年１２月、外国語外国文化研究 II（関西学院大学法学部 外国語研究室）、単著
４．Faulkner’s Revision of Sanctuary
１９７４年１２月、欧文紀要 Vol. XXIII（関西学院大学）、単著
５．フォークナーのHorace像
１９７５年１２月、論攷 第２７号（関西学院大学）、単著
６．『死の床に横たわりて』――大地と言葉と行為
１９７６年８月、外国語外国文化研究 III、単著
７．『野生の棕櫚』――時間性の連続
１９７６年１２月、論攷 第３２号、単著
８．フォークナーの永遠の庭園
１９７８年２月、論攷 第３８号、単著
９．フォークナーの『尼僧への鎮魂歌』
１９７８年２月、外国語外国文化研究 IV、単著
１０．Intruder in the Dust――殺人ミステリーから少年の成長物語への道
１９８０年７月、ウィリアム・フォークナー――資料 研究批評 Vol.３, No.１（南雲
堂）、単著
１１．フォークナーのインディアン物語
１９８２年２月、論攷 第５１号、単著
１２．ウィリアム・フォークナーの視点と叙述方法をめぐって
１９８２年３月、論攷 第４７号、単著
１３．第一次大戦とフォークナー文学の世界
１９８２年３月、外国語外国文化研究 V、単著
１４．フォークナー文学の短編的性格と総体性
１９８４年１２月、英米文学 Vol. XXIX, No.１、単著
１５．フォークナー文学の世界――短編から長編への道
１９８４年３月、外国語外国文化研究 VI、単著
xiii
【L：】Server／関西学院大学／外国語外国文化研究XV／小山敏夫教授履歴 ３ 校
１６．フォークナーの彼方の世界
１９８４年３月、論攷 第５３号、単著
１７．フォークナーの女性たち
１９８４年３月、論攷 第５８号、単著
１８．世紀末とモダニズムの狭間――フォークナーの初期の文学遍歴
１９８７年１２月、外国語外国文化研究 VII、単著
１９．月光のサチュリコン――フォークナーの詩作から小説への道
１９９１年１月、外国語外国文化研究 VIII、単著
２０．Satyricon in Starlight――Faulkner’s Self-Parody
１９９１年１２月、欧文紀要 Vol. XL、単著
２１．Fauns and Blue Hills――Faulkner’s Heroes and Topographical “Hill”
１９９２年１２月、欧文紀要 Vol. XXXXI、単著
２２．「丘」と「大地」――フォークナー文学の土着性の根源
１９９４年３月、外国語外国文化研究 IX、単著
２３．Faun and Pierrot――Faulkner’s World Old and New
１９９４年１２月、欧文紀要 Vol. XXXXII、単著
２４．モダニズムとフォークナー
１９９６年３月、外国語外国文化研究 X、単著
２５．フォークナーの「明日、そして明日」
１９９７年１１月、英語青年 １１月号（研究社）、単著
２６．アメリカ多元文化主義のディレンマ――アメリカ文化戦争のゆくえ
１９９７年１２月、言語と文化 創刊号（関西学院大学言語教育研究センター）、単著
２７．冷戦構造とアメリカ文学
１９９９年２月、言語と文化 第２号、単著
２８．アメリカ文化思潮――世紀末からポストモダニズムヘの潮流
１９９９年２月、外国語外国文化研究 XI、単著
２９．アメリカ文化変容とフェミニズム――アメリカの理想と現実
２０００年２月、言語と文化 第３号、単著
３０．花神フローラと老いた牧神から人間の苦悩ヘ――フォークナー文学の出発点
２０００年４月、ウィリアム・フォークナー 第二号（松柏社）、単著
３１．William Faulkner’s Early Struggle for Art
２００１年３月、欧文紀要 Vol.５、単著
３２．大江健三郎の「宇宙モデル」とウィリアム・フォークナーの「ヨクナパトウファ」
２００２年３月、外国語外国文化研究 XII、単著
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３３．The Power of Imagination : Kenzaburo Oe’s Woods Saga and William
Faulkner’s Yoknapatawpha
２００２年３月、欧文紀要 Vol.６、単著
３４．ウィリアム・フォークナーの短編のダイナミズム
２００４年４月、ウィリアム・フォークナー 第六号（松柏社）、単著
３５．「時と死」とリプロダクション（再生産）――『土にまみれた旗』の創造――
２００４年７月、外国語外国文化研究 XIII、単著
３６．ニューオリンズをめぐるウィリアム・フォークナーとラフカディオ・ハーンの創造
空間
２００７年７月、外国語外国文化研究 XIV、単著
３７．ウィリアム・フォークナーの創造の進化――フロイド・コリンズの死からミンク・
スノープスの大地ヘ
２００９年９月、商学論究、５７巻第２号、単著
学会報告・講演
１．Faulkner’s Final Narrative Vision in The Reivers
１９８５年６月、International Faulkner Symposium（伊豆）
２．現代アメリカ女性論
２０００年５月、関西学院大学春期公開講座（関西学院大学）
３．The Power of Imagination : Oe’s Woods Saga and Faulkner’s Yoknapatawpha
２００１年８月、Southeast Missouri State University フォークナー研究所主催
（Southeast Missouri State University）
４．シンポジアム：司会・講師 ウィリアム・フォークナーと短編
２００３年１０月、日本ウィリアム・フォークナー協会全国大会（中京大学）
５．“‘The Waste Land’ and Reproduction : The Creation of Flags in the Dust”
２００４年６月、International Faulkner Symposium（中央大学）
６．ラフカディオ・ハーンを通してみた異文化理解
２００５年１１月、関西学院大学言語コミュニケーション文化フォーラム（大阪梅田
キャンパス）
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翻 訳
１．エモリー・エリオット編『コロンビア米文学史』
１９９７年１月、コロンビア米文学史翻訳刊行会（山口書店）、共著
２．Thomas L. McHaney ed., Faulkner Studies in Japan
１９８４年７月（Georgia State University Press）、共著
書 評
１．Noel Polk, Faulkner’s “Requiem for a Nun” : A Critical Study
１９８２年７月、ウィリアム・フォークナー――資料 研究批評 Vol.４, No.１（南
雲堂）
２．Gail L. Mortimer, Faulkner’s Rhetoric of Loss
１９８４年８月、英語青年 ９月号（研究社）
３．長谷川嘉男『ウィリアム・フォークナーの文学――自作へのあくなき追究』
１９９２年１月、英文学研究 Vol. LXVIII（日本英文学会）
４．Joseph R. Urgo, Faulkner’s Apocrypha（Doreen Fowler & Ann J. Abadie eds.,
Faulkner & Popular Culture）
１９９２年９月、Faulkner Studies Vol.１, No.２（山口書店）
５．平石貴樹『メランコリック・デザイン――フォークナー初期の作品の構想』
１９９６年２月、アメリカ文学研究 第３１号（日本米文学会）
６．James Ferguson, Faulkner’s Short Fiction（The University of Tennessee Press,
１９９１）
１９９６年９月、Chiba Review１８（千葉大学）
７．Richard Godden, Fictions of Labor : William Faulkner and the South’s Long
Revolution（New York : Cambridge Univ. Press,１９９７）
２０００年、英文学研究 Vol. LXXIII（日本英文学会）
８．平石貴樹『小説における作者のふるまい』
２００５年２月、アメリカ文学研究 第４１号（日本米文学会）
９．Edmond L. Volpe, A Reader’s Guide to William Faulkner : The Short Stories
２００５年５月、ウィリアム・フォークナー 第七号（松柏社）
１０．ロバート・W・ハンブリン、チャールズ・A・ピーク共編（寺沢みずほ訳）ウィリ
アム・フォークナー事典
２００６年４月、ウィリアム・フォークナー 第九号（松柏社）
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そ の 他
１．フォークナーの「私」の語り
１９９０年１１月、フォークナー全集 月報２２（冨山房）
２．Knocking at the Door――福田勗先生の足跡
１９９２年１１月（尼崎印刷）、共編著
３．サウスイースト・ミズーリ州立大学フォークナー研究所を訪れて
２００２年５月、ウィリアム・フォークナー 第四号（松柏社）
xvii
【L：】Server／関西学院大学／外国語外国文化研究XV／小山敏夫教授履歴 ３ 校
【L：】Server／関西学院大学／外国語外国文化研究XV／小山敏夫教授履歴 ３ 校
